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１．地下鉄７号線延伸に関する経緯・検討過程 

（１）延伸に向けた取組経緯

・平成１２年１月に地下鉄７号線の延伸計画は運輸政策審議会（以下、「運政審」）答申第１８号で

浦和美園から東武野田線（以下、「東武アーバンパークライン」）の岩槻を経由し、ＪＲ東北本線

（以下、「宇都宮線」）の蓮田までの延伸が平成２７年までに開業を目指すＡ１路線として位置づ

けられた。

・平成１４年４月に浦和美園～岩槻間を先行整備区間と位置付けた。

・平成１５・１６年度に埼玉県によって埼玉高速鉄道検討委員会が設置され、延伸実現にむけての

提言が県に提出された。

・平成１７年８月に都市鉄道等利便増進法が施行され、国・自治体による補助と上下分離方式によ

るリスク分散を主な内容とする新たな鉄道事業手法が誕生した。

・平成２３年度に埼玉県とさいたま市が共同して、浦和美園から岩槻までの延伸に関するこれまで

の調査の「とりまとめ」と事業性の「評価」を行うことを主たる目的に「地下鉄７号線延伸検討

委員会」（以下、「検討委員会」）を設置し、埼玉県及びさいたま市に検討結果の報告書が提出さ

れた。

・検討の基本となる慎重ケースでは、採算性４４年、Ｂ／Ｃ０．９となり、国の事業許可要件であ

る一般的な目安には届かなかったが、延伸の方向性について「延伸実現に資する方策」を組み合

わせて実施することなどにより「プロジェクトの評価を高めることは可能である」と提言された。

・平成２４年９月にさいたま市が魅力を高め、定住人口及び交流人口を増加させ、浦和美園～岩槻

地域の成長・発展を推進することを主な目的として、成長・発展に向けた方策とその行程をまと

めた「浦和美園～岩槻地域成長・発展プラン」（以下、「プラン」）を策定した。

・平成２４年９月に「地下鉄７号線の延伸」を「オールさいたま市」で応援する自治会、経済界、

沿線大学、スポーツ界等の幅広いメンバーで構成された「さいたま市地下鉄７号線延伸事業化推

進期成会」が設立された。

・平成２４年１０月にさいたま市長が「地下鉄７号線延伸の新たな方向性」を示した。主な内容と

しては延伸の「検討」段階から、地域の成長・発展の「実行」段階に移行し、プランの方策によ

って地域の定住・交流人口の増加を図るとともに、プロジェクトの評価を継続的に確認し、概ね

５年後の事業着手※を目標とした。

※事業着手：鉄道事業者による「都市鉄道等利便増進法」に基づく申請手続きに入ること。

・平成２６年５月に次期答申に向け第１回交通政策審議会（以下、「交政審」）陸上交通分科会鉄道

部会が開催され、「東京圏における今後の都市鉄道のあり方」等の審議が開始された。

・平成２６年９月に岩槻までのプロジェクトの評価や蓮田までの延伸計画の検討を行うため、鉄道、

交通、まちづくりの専門家と事務局の埼玉県、さいたま市及び蓮田市の職員で構成する「地下鉄

７号線延伸検討会議」（以下、「検討会議」）を設置するに至った。

・検討会議ではプランの平成２４～２６年度の方策の進展に伴う効果及び地下鉄７号線延伸計画の

評価と総括を行う。
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延伸に向けた検討過程概要 

出典：浦和美園～岩槻地域成長・発展プラン
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（２）延伸計画

地下鉄７号線（埼玉高速鉄道線と東京メトロ南北線の総称）は、平成１２年の運政審答申で、浦

和美園～岩槻～蓮田までの延伸が位置づけられている。そのうち、先行整備区間として浦和美園～

岩槻間（約 7.2km）については、埼玉県とさいたま市が共同で調査・検討を行っている。
  この区間で、仮称であるが「埼玉スタジアム駅（臨時）」、「中間駅」、「岩槻駅」の３駅の新設が

検討されている。
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２．地下鉄７号線延伸検討会議 

（１）目 的

・検討会議の目的は、浦和美園から岩槻までの延伸に関する検討委員会の検討結果や「プラン」

における方策の進捗状況等を踏まえ、概ね５年後の中間年度として需要予測や採算性等の再算

定などを行う。また、埼玉スタジアム駅（臨時）までの先行整備に関しての検討・評価をする。

さらに、次期答申に備え岩槻から蓮田までの延伸に関する整備計画等を検討する。

① 検討の前提条件

・延伸線の先行整備及び計画検討の区間に関して、都市鉄道等利便増進法に基づく手法（都市鉄

道利便増進事業：国及び自治体による補助、上下分離方式）を前提に需要予測等の再算定を以

下の区間において行う。

② 浦和美園～岩槻（先行整備区間）

・需要予測、採算性、Ｂ／Ｃの再算定の検討・検証を行う。

・このうち、浦和美園駅～埼玉スタジアム駅（臨時）間について、２０２０年東京オリンピック・

パラリンピック（以下、「東京五輪」）のサッカー競技大会までの先行開業の可能性について検

討を行う。

③ 岩槻～蓮田（計画検討区間）

  ・岩槻～蓮田間の延伸に関する整備計画の検討を行う。

・需要予測、採算性、Ｂ／Ｃの算定の検討・検証を行う。

（２）検討過程

  ・検討会議は鉄道、交通、まちづくりなどの各分野の専門家と埼玉県、さいたま市、蓮田市職員

を含めて検討を重ねた。また、検討会議での検討を補足するために検討会議の議員や鉄道に関

する関係者に対してヒアリング等を随時行った。

  ・専門家による浦和美園～岩槻～蓮田までの延伸線沿線地域の視察を事前に行った。

第１回 平成２６年９月２日（火）１３：３０～ さいたま市南区役所 会議室

１．浦和美園～岩槻

・需要予測の前提条件について

      平成２３年度地下鉄７号線延伸検討委員会の採用データとの相違及び新データの活用

・概算建設費の考え方の整理について （平成２４、２５年度調査の活用）

・浦和美園～埼玉スタジアム駅間の先行整備（開業）の検討について

２．岩槻～蓮田

・岩槻駅～蓮田延伸ルートの検討について

第２回 平成２６年１１月１４日（金）１０：００～ さいたま市南区役所 会議室

１．浦和美園～岩槻

・需要予測の検証について
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・概算建設費の考え方の検証について

・浦和美園～埼玉スタジアム駅間の先行整備（開業）の検討について

２．岩槻～蓮田

・岩槻駅～蓮田延伸ルートの検討について

第３回 平成２７年１月１５日（木）１４：３０～ 武蔵浦和コミュニティセンター 

１．浦和美園～岩槻

・需要予測、採算性、Ｂ／Ｃの検証について

・概算建設費の考え方の検証について

２．岩槻～蓮田

  ・蓮田延伸の意義・必要性について

・需要予測、採算性、Ｂ／Ｃの検証について

   ３．報告書のまとめについて

  報告書に関する意見のとりまとめ （随時実施）

   ・報告書をまとめるにあたり検討会議の各議員からの検証等の見解などについて意見集約をし、

報告書をまとめた。

３．さいたま市の延伸に向けた取組 

（１）地下鉄７号線延伸の新たな方向性

 ・平成２３年度に埼玉県とさいたま市が共同で検討委員会を設置した。

・検討委員会より、「延伸の方向性の提言」において「延伸実現に資する方策」を組み合わせ実

施することなどにより、「プロジェクト評価を高めることは可能である。」とされた。

・平成２４年９月にさいたま市が「プラン」を策定した。

・平成２４年１０月にさいたま市長が「地下鉄７号線延伸の新たな方向性」を示した。

 主な内容は以下のとおりである。

【主な内容】

・延伸の「検討」段階から、地域の成長・発展の「実行」段階に移行し、プランの４３の方策を

推進する。

・方策の効果の検証、改善など徹底した進行管理と地域の定住・交流人口の増加を図るとともに、

プロジェクトの評価を継続的に確認して、概ね５年後の事業着手を目標とした。
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浦和美園～岩槻地域の成長・発展に資する４３の方策 

出典：浦和美園～岩槻地域成長・発展プラン     
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（２）方策のマネジメント

 ・さいたま市は庁内組織「浦和美園～岩槻成長・発展推進会議」を中心にＰＤＣＡサイクルによる

方策の実施状況の確認、効果の検証、方策の改善など徹底した進行管理を行う。

浦和美園～岩槻地域成長・発展プラン進行管理 

出典：浦和美園～岩槻地域成長・発展プラン

第Ⅰ期（平成 24～26年度） ※各年度の進捗をチェック、次年度方策展開に反映

Do Check Action 

成長・発展プランの策定 
方策・行程表の設定 

成長・発展プランに基づく
各方策の実施・展開 

各方策の進捗状況の 
検証・評価 

Plan 

方策展開 計画策定 検証・評価 

第Ⅱ期 

（平成 27～29年度） 

Do Check Action 

方策展開 検証・評価 

実施方策の効果検証 
方策の改善、補強 

第Ⅲ期 

（平成 30～32年度） 

Do Check Action 

見直し・改善方策展開 検証・評価 

●プロジェクトの評価を継続的に確認し、概ね５年後の事業着手を目標。

●以降も地域の成長・発展に向けた方策は継続し推進。

※平成２６年度末に総括

見直し・改善

見直し・改善
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（３）浦和美園～岩槻地域成長・発展プランの進捗状況・成果

出典：浦和美園～岩槻地域成長・発展推進会議資料を一部修正
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４．地下鉄７号線を取り巻く状況 

（１）東京オリンピック・パラリンピックの開催

   ・平成２５年９月に２０２０年東京五輪の開催が決定し、埼玉スタジアム２○○２が、サッカ

ー競技会場となる予定である。

（２）交通政策審議会による次期答申

   ・運政審答申第１８号（平成１２年１月）で蓮田までの延伸が位置付けられて以降、新たな答

申に向けて平成２６年５月に交通政策審議会陸上交通分科会鉄道部会が開催され、「東京圏

における今後の都市鉄道のあり方」等の審議が開始された。

   ・平成２６、２７年度の２年間で「東京圏における今後の都市鉄道のあり方」の総論、具体論

を議論し平成２７年度中に答申のとりまとめを予定する。

   ・次期答申に向け、平成２７年度の前期中には関係自治体等に対しアンケート調査やヒアリン

グが予定されている。

    ※交通政策審議会は運輸政策審議会の後継の組織である

（３）他路線の動向

   ・東武鉄道（株）が２０１４～２０１６年度の中期経営計画を平成２６年４月に発表した。そ

の中で２０１６年度までに東武アーバンパークラインの大宮駅から春日部駅間の急行運行

を予定、急行の停車駅や本数は未定だが、現在は２１分かかる同区間の時間が短縮される。

また、東武アーバンパークラインと東武伊勢崎線（以下、「東武スカイツリーライン」）の直

通運転も予定されている。

   ・ＪＲ東日本は平成２７年３月１４日に東北縦貫線（以下、「上野東京ライン」）の開業するこ

とについて、運行等の詳細を平成２６年１２月１９日に発表した。その概要は宇都宮線・高

崎線と東海道線が相互直通運転（大宮～東京間３６分で９分短縮、通勤時間帯に宇都宮線５

本・高崎線５本乗り入れ）、常磐線は品川駅まで直通運転される。

 ・ＪＲ東日本は羽田空港と東京駅、新宿駅、新木場駅を結ぶ羽田空港アクセス線構想を交政審

で次のように説明した。全体の開業は２０２５年前後を目標とするが、新木場駅方面のルー

トだけは２０２０年東京五輪前の開業も検討する。その開業により所要時間が東京駅へは約

１８分、新宿駅へは約２３分、新木場駅へは約２０分に短縮される。

（４）埼玉県議会・さいたま市議会の要望

   ・平成２５年１０月、埼玉県知事に対して埼玉県議会サッカー振興議員連盟から「埼玉高速鉄

道を浦和美園駅から埼玉スタジアム駅（仮）まで延伸するよう求める要望書」、埼玉県議会

地下鉄７号線延伸・沿線地域整備促進議員連盟から「地下鉄７号線の早期延伸実現を求める

要望書」がそれぞれ提出された。
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   ・平成２６年２月、さいたま市長に対してさいたま市議会地下鉄７号線延伸事業化特別委員会

から「地下鉄７号線の早期延伸と埼玉スタジアム駅（仮）までの先行整備を求める要望書」

が提出された。

（５）国会議員の活動

・平成２５年９月に埼玉県選出の国会議員により地下鉄７号線延伸推進議員連盟が設立され、

今日までに３回の勉強会が開催されている。

５．地下鉄７号線延伸（浦和美園～岩槻～蓮田）の意義・必要性 

   交政審による次期答申に向けた関係自治体等へのアンケート、ヒアリングが予定されているこ

とから、検討委員会で浦和美園から岩槻間の延伸について整理した「意義・必要性」を踏まえ、

さらに新たな視点を加え、浦和美園から蓮田間の延伸について検討した。

   また、検討委員会では事業性を評価するにあたり総合評価を行った。そこで、「事業による効

果・影響」において、Ｂ／Ｃや採算性のように貨幣換算できない項目について「定量的」及び「定

性的」を総合的に勘案し評価を行った。評価対象として代替路線交通の確保、岩槻の観光・文化

の振興、浦和美園の成熟などについてである。検討会議では「事業による効果・影響」に大きな

状況の変化はないものとして見直し等は行わなかったが、平成２３年度検討委員会の「地下鉄７

号線延伸に関する報告書」を参考にされたい。（なお、別添の報告書（抜粋）に「事業による効

果・影響 評価結果一覧表」を掲載した。）

（１）鉄道ネットワークの効果

   地下鉄７号線の蓮田までの延伸整備により、埼玉県の東部地域に井桁構造（ＪＲ宇都宮線・東

武スカイツリーライン線の南北軸、東武アーバンパークライン・ＪＲ武蔵野線の東西軸、新たな

南北軸としての地下鉄７号線）の鉄道ネットワークが完成し、各種の効果がある。

１）混雑緩和

① 路線の混雑緩和

     運政審答申第１８号（平成１２年１月）は、「計画策定に当たっての基本的な考え方」と

    して第１に混雑の緩和を挙げ、平成２７年における東京圏の主要３１区間のピーク時の平

    均混雑率を１５０％にするとされ、個別路線においてもピーク時混雑率を基本的に１８０％

    以下にすることを目指している。地下鉄７号線延伸線周辺の既設線を見ると、平成２５年の

    混雑率は、ＪＲ宇都宮線では土呂～大宮間で１６８％、京浜東北線では上野～御徒町間で２

００％といずれも１５０％を超えている。埼玉県を初めとする東京圏における通勤、通学時

    の混雑緩和対策は、かねてより都市鉄道の最重要課題であり地下鉄７号線の浦和美園～岩槻

    ～蓮田間の延伸は、ＪＲ宇都宮線・京浜東北線、東武アーバンパークライン等の混雑緩和に

寄与し、さいたま市、蓮田市だけでなく首都圏北部地域の住民の快適な都市生活の増進が期

待できる。
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② 駅の混雑緩和

     現在、東武アーバンパークラインから都心方向等へ向かう場合、大宮駅においてＪＲ線に

乗換える必要がある。東武アーバンパークラインの大宮駅は頭端式ホームであることから、

朝のピーク時には改札へ向かう乗客でホームが非常に混雑し安全面的にも課題となってい

る。また、ＪＲ線への乗換は移動距離も長く、乗換抵抗が非常に大きい。これらの課題に対

して、延伸線の開業により、都心方面等へ向かう旅客が分散され、大宮駅の乗換混雑緩和が

期待できる。

     一方、東武鉄道の春日部駅は、３面５線を有する地上駅で乗降人員が約７万人の利用があ

り、さらに、アーバンパークラインとスカイツリーラインの乗換利用者の約６万人が加わり、

１日の駅利用者は約１３万人にも上り構内は手狭感がある。ついては、延伸線の開業により、

都心方面等へ向かう旅客が分散され、春日部駅の乗換混雑緩和が期待できる。

   ２）利便性の向上

都心方面へ新たな経路選択が構築され、経路選択の多様性やＪＲ宇都宮線沿線など県北地

域への速達性向上に寄与する。

３）リダンダンシー（代替路線）

     災害等のリダンダンシー（代替路線）として、特に東日本大震災ではＪＲ線等が止まる中

で埼玉高速鉄道線は即日復旧し、約１２時間で約１万人超の振替輸送の実績があった。

延伸する場合は、ＪＲ線や東武鉄道線との結節によりリダンダンシーのネットワークが強

化され、更なる効果が想定できる。

（２）まちづくりとの連携

延伸により、鉄道不便地区の解消は無論のこと沿線地域間の移動交流によりまちづくりの成

長・発展が促され、相乗効果を上げることができる。また、今後の本格的な少子高齢化社会の到

来に対し、有効な対策と考えられる駅を中心とした持続可能なコンパクトシティの形成に寄与す

る。

延伸線沿線地域のまちづくりについて、蓮田市は「四季かおる ふれあいと文化を創るまち・

蓮田」を目指すべき将来像のもと、元荒川や黒浜沼をはじめ豊かな水と緑に恵まれた自然環境を

守り育て、蓮田駅周辺は生活文化の拠点とし魅力ある都市空間整備として再開発事業の展開など

を行っている。ついては、ＪＲ宇都宮線に加え地下鉄７号線の延伸により鉄道の選択肢が増える

ことにより、駅周辺の商業、業務、文化交流機能を有する賑わいに満ちたまちの進展が期待でき

る。

また、さいたま市の岩槻駅周辺は、城下町や人形のまちとしての歴史・文化で「地域資源を生

かした、魅力とにぎわいを創出するまちづくり」を目指しており、地下鉄７号線の延伸により特

に都市型観光の交流人口増加が期待できる。浦和美園駅周辺では、「みそのウイングシティ」で

スポーツ、健康、環境・エネルギーをテーマに埼玉スタジアム２○○２を生かした市街地整備及

び「次世代自動車・スマートエネルギー特区」によるスマートホームコミュニティ等を推進させ、
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未来都市の創造をはかっており、さらなる定住・交流人口増加が期待できる。

さらに、さいたま市は岩槻駅周辺地区と美園地区を副都心と位置付けており、都市活動を多様

化する役割、相互の連携強化が期待されている。

延伸線沿線の各地域を都心と地下鉄７号線で繋ぐことにより、各地域が目指しているまちづく

りと連動し相乗効果が発揮され、まちづくりの進展により社会的効果として住民生活の向上や交

流人口増加に寄与するとともに地域経済の活性化などが期待できる。

（３）高齢社会への対応

蓮田市では老年人口（６５歳以上）が今後も増え続け、高齢化率は平成２２年２３．０％から

平成３２年には３２．４％に上昇し、平成５２年には５人に２人が高齢者となる見通しである。

また、さいたま市では、平成２２年１９．１％から平成３２年には２４．８％に上昇し、平成５

２年には３人に１人が高齢者となる見通しであり、延伸線沿線地域の緑区、見沼区、岩槻区では

高齢化の進行に差があり、岩槻区が３区の中で高齢化の進行が早い見通しである。

   また、高齢社会の中で高齢者の就業、自動車運転者による交通事故の増加、独り暮らしなどの

高齢者の移動等の課題がクローズアップされている。平成２０年のパーソントリップ調査結果

（以下、「ＰＴ調査」）から高齢者の移動数・頻度が高まる傾向が見られている。延伸線沿線地域

でも高齢者トリップ数が大きく増加しており（Ｈ１０ＰＴ：１０４３⇒Ｈ２０ＰＴ：２９９１）

高齢者の移動ニーズが高まっている。さらに、現在、高齢者の就業率が高まっている。他方で、

平成２６年には、加齢に伴う身体能力の低下等から自主的に運転免許証を返納する６５歳以上の

高齢者が、埼玉県内で初めて１万人を超えた。このような社会背景から高齢者の移動手段の確保

が求められている。自家用車やバスに頼らざるを得なかった高齢者の移動手段に定時制・速達性

のある鉄道が加わることになり、移動環境の改善に繋がり、社会活動等の参加が促進されること

が期待される。

ついては、地下鉄７号線は相互直通運転で都心直結であり、乗換え負担の軽減にもつながり、

ますます重要性が高まる。

（４）高速道路と延伸線の連携

   延伸ルートが東北自動車に並行することから、岩槻インターチェンジや蓮田サービスエリアが

立地していることを活用し、パークアンドライド、モーダルシフトの他、災害リスク対応では鉄

道と高速道路などの連携により災害派遣の人員輸送等の可能性など非常時対応としての新たな

切り口の効果も期待される。

（５）環境負荷の軽減

   地下鉄７号線の延伸によって、自動車交通から公共交通である鉄道等への転換が促進されるこ

とにより、大気汚染ガス等が削減され環境負荷の軽減が期待される。
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地下鉄７号線延伸線の整備効果概要 

大宮 
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加須・羽生

蓮田 

岩槻 

東武野田線 

JR 武蔵野線 

JR川越線 

JR 宇都宮線 

Ｊ
Ｒ
高
崎
線

Ｊ
Ｒ
埼
京
線

埼
玉
高
速
鉄
道
線
～

東
京
メ
ト
ロ
南
北
線

浦和美園

目黒 

浅草･

東
武
伊
勢
崎
線

南浦和 

Ｊ
Ｒ
京
浜
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埼玉スタジアム みその 
ウィングシティ

芝浦工業大学 

アーバン 
みらい 

新宿 
上野 

御徒町 

土呂 

野田線⇒ＪＲ線
の乗換混雑解消

埼玉東部地域の
リダンダンシー 

既設線混雑緩和 

土呂→大宮 
H25年168%

既設線混雑緩和
上野→御徒町 

H25年200%

美園まちづくり
との相乗効果 

・県内鉄道ネットワ
ークの充実 

・都心方面へ新たな
路線の選択肢 

・県北地域への速達
性向上

鉄道不便地域の

解消 

通学利便性向上

通学利便性向上

スタジアムアク
セス利便性向上 

・都心直結による
利便性向上

・岩槻まちづくり
の必須要素

経路短縮による
速達性向上 

・蓮田市及び隣接地
域のまちづくり

に寄与 

東
北
自
動
車
道

パーク＆ 
ライドＩＣ

ＳＡ

災害時 
リスク対応

埼玉高速鉄道線の代替輸送実績 

①H23.3 東日本大震災時 即日復旧 21:30～翌 10:00 11,265 人輸送
②H24.1ＪＲ王子駅付近火災  約 5 時間 7,656 人振替輸送 
③H26.1ＪＲ有楽町駅付近火災 約 6時間 1,848 人振替輸送

後楽園 

永田町 

 ：鉄道ネットワーク 

：まちづくりとの連携 

：高速道路と鉄道の連携


